
令和６年度事業計画書 

 

一般財団法人長野県建築士活動センター 

 

１ 建築士活動の支援、助成 

 ⑴ 既存住宅状況調査や災害復旧相談などの建築士活動を支援するため、保有する測

定・検査機器（レーザー墨出器１台、マルチ探知機３台、デジタル水分計１台）の

貸付を推進する。 

 ⑵ 建築士活動の支援、助成策について研究する。 

 

２ 建築士の福利事業 

  建築士を対象とした福利事業（損害保険の取扱）を広く周知し、さらなる展開につ

いて研究する。 

 

３ 建築士の表彰 

  建築士会建築文化賞において優良建築物を表彰するほか、建築士の努力や成果を表

彰する方策を研究する。 

 

４ 調査、研究等の事業 

  建築に関する各種受託事業、調査等について研究するとともに、受注を目指す。 

 

５ 物品の販売 

 ⑴ 証紙等の販売 

   収入の大半を占める証紙等の販売について、他団体の取扱区域の拡大や建築確認

申請のオンライン化の影響をしっかり見極める必要がある。当面、前年度と同水準

を維持するように努め、建築士会との委託契約金額は３００万円とする。 

   また、証紙販売については新規購入者の開拓もままならないことから、代替する

収入源の開発について研究する。 

 ⑵ 図書販売の推進 

   建築関係の図書販売を実施する。 

 ⑶ 物品の販売について研究する。 

 

６ 保険・共済事業 

 ⑴ ハウスプラス住宅保証（株）の瑕疵担保保険の取次については、既存住宅に加え

新築住宅も積極的に取り扱い、手数料収入の増額を図る。 

 ⑵ 建築士会会員への福利事業である損保ジャパン損害保険料集金手数料収入を確

保する。 


